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 Adherens Junction (AJ)は，隣接する細胞間をつなぐ細胞間接着装置

であり上皮細胞で最もよく発達している．この AJ において，一回膜貫通型タン

パク質であるカドヘリンとネクチンが主要な接着分子であり，ネクチンの細胞

間トランス結合が起点となり裏打ちタンパク質であるアファディンによって，カド

ヘリン―カテニン系がリクルートされて AJ が形成される．現在までに確認され

ている 4 タイプのネクチンのうち，神経細胞においては，ネクチン-1 が軸索に

ネクチン-3 が樹状突起に局在し，軸索―樹状突起間の結合を担っている．ネ

クチンのホモ・ヘテロトランス結合力はネクチン-1 と-3 の結合が最も高く，この

ヘテロフィリックな結合が軸索―樹状突起間の結合の安定に特異的に寄与し

ていることが示唆されている．我々は，この細胞間接着に重要な働きを担うネ

クチンファミリーの構造解析により，細胞表面での接着・運動制御のメカニズ

ムを明らかにすることを目的としている． 

 我々は，ネクチン・ネクルファミリーの大腸菌発現系から得られた封入体の

迅速な巻戻し体評価法を確立し，これまでにネクチン-1,-2,-4 の巻戻し体の結

晶化およびネクチン-1 の構造解析、および、ネクル分子群の巻戻し条件の検

討を行った．本発表では，進捗状況の説明、さらに巻き戻し過程で得られた性

状の全く異なる 2 つのネクチン-2 分子の構造解析結果を比較し，不活性な巻

戻し体の構造と形成の原因についても議論したい． 


